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【別添資料１】 

クラスター形成の全体構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第Ⅰ期事業において整備したナノテクノロジー基盤を活用 

事業本部による統括のもと 大学・研究機関と企業との共同研究開発から事業化までを一体化し推進 

特定領域：環境・ナノテクノロジー  事業内容：エネルギー・資源  事業化：環境ナノテク部材 

京都環境ナノクラスター 

○知的クラスター創成事業（第Ⅰ期） 

  ⇒ 産学公連携体制の構築，事業化の推進など

○京都地域での取組 
◇ 桂イノベーションパーク構想の推進 

◇ 京都市産業科学技術振興計画など戦略的推進

◇ 京都府中小企業応援条例など基盤強化 

◇ 京都大学等によるナノテク支援，人材育成など

◇ 京都産学公連携機構によるオール京都体制 

○関西文化学術研究都市での取組 

◇ 京都府地域結集型共同研究事業 

クラスター形成の主な実績 

京都の特性をいかした 
地域クラスターの形成へ 

省資源・省エネルギーに資する 
高機能部材の創製に特化集中 

環境 

ナノテク 
部材 

事業化戦略 

高機能部材産業の集積 
～世界トップレベルの知的クラスターの形成～ 

エネルギー領域 

 

環境センシング 

省電力技術の開発 新燃料生産用触媒技術の開発 
高機能金属材料、省資源・代替材料の創成 
生活環境浄化技術の開発 環境調和型機能性高分子材料の創成

環境センサの開発 

国際連携 京都環境ナノグローバル拠点化プロジェクト 

地域産業の振興 
地球環境問題の解決へ貢献

京都環境ナノセンターの設立・運営など

知財戦略 人材育成戦略 

 

○売上高     ７５億円

○特許出願数    ８０件

○ベンチャー創出 １０社 

○KYO-NANO会 3,000名

○他事業発展    ５０件

○環境ナノ国際ビジネス 

マッチング   ２６件

5年後の主な目標

○３８の大学・短期大学  ⇒ 全国第１位 

○１３８千人の学生数（大学・短大） ⇒ 人口の９．４％ 

⇒最先端の研究成果を創造・発信する大学等の存在 

○京都議定書の採択の地として先進的な取組推進 

○「環境モデル都市」へ立候補予定 

○「京都産業エコ推進機構」の設置 

○２兆２０００億円の製造品出荷額等 ⇒ 全国第１２位

○最終製品に組み込まれる部材供給企業の集積 
○伝統産業の集積（７３品目） ⇒ 全国第１位 
⇒伝統産業から先端産業まで技術力の高い企業集積 

知的クラスター創成事業が核となり 
地域として一体感のある経済活動へ発展

京都の特徴 

資 源 領 域 

京都府・京都市 

クラスター形成戦略会議

プラットフォーム 

京都産業エコ推進機構 



 2

【別添資料２】 

クラスター形成構想ロードマップ 
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【別添資料３】 

事業推進体制図 

 

 
 

 

 

 

 

研究体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副研究統括 平尾一之
（京都大学教授）

省電力デバイス
超高効率光技術

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換用微粒子合成
ﾊﾞｲｵ燃料高効率生産ｼｽﾃﾑ

高機能金属材料
省資源代替材料

生活環境浄化技術の開発
環境調和型高分子材料

ポータブルモニタリングセンサ
環境評価センサ

事業総括 市原達朗

環境センサ分野
研究代表者

平尾一之
（京都大学教授）

省エネルギー分野
研究代表者

木本恒暢
（京都大学教授）

新エネルギー分野
研究代表者

稲葉 稔
(同志社大学教授)

生活資源分野
研究代表者

前 一廣
（京都大学教授）

産業資源分野
研究代表者

松原英一郎
（京都大学教授）

京都環境ナノグローバル拠点化プロジェクト

広域化プログラム

広域・国際連携プログラムディレクタ

松重和美
（京都大学副学長）

関係府省連携関係府省連携

経済産業省
地域イノベーション創出
研究開発事業等へ
順次申請

資源領域資源領域エネルギー領域エネルギー領域

本 部 長 堀場雅夫

事業化プログラムディレクタ

加納剛太
（高知工科大学名誉教授）研究統括 西本清一

（京都大学教授）

副研究統括 平尾一之
（京都大学教授）

副研究統括 平尾一之
（京都大学教授）

省電力デバイス
超高効率光技術

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換用微粒子合成
ﾊﾞｲｵ燃料高効率生産ｼｽﾃﾑ

高機能金属材料
省資源代替材料

生活環境浄化技術の開発
環境調和型高分子材料

ポータブルモニタリングセンサ
環境評価センサ

事業総括 市原達朗事業総括 市原達朗

環境センサ分野
研究代表者

平尾一之
（京都大学教授）

環境センサ分野
研究代表者

平尾一之
（京都大学教授）

省エネルギー分野
研究代表者

木本恒暢
（京都大学教授）

省エネルギー分野
研究代表者

木本恒暢
（京都大学教授）

新エネルギー分野
研究代表者

稲葉 稔
(同志社大学教授)

新エネルギー分野
研究代表者

稲葉 稔
(同志社大学教授)

生活資源分野
研究代表者

前 一廣
（京都大学教授）

生活資源分野
研究代表者

前 一廣
（京都大学教授）

産業資源分野
研究代表者

松原英一郎
（京都大学教授）

産業資源分野
研究代表者

松原英一郎
（京都大学教授）

京都環境ナノグローバル拠点化プロジェクト

広域化プログラム

広域・国際連携プログラムディレクタ

松重和美
（京都大学副学長）

広域・国際連携プログラムディレクタ

松重和美
（京都大学副学長）

関係府省連携関係府省連携

経済産業省
地域イノベーション創出
研究開発事業等へ
順次申請

資源領域資源領域エネルギー領域エネルギー領域

本 部 長 堀場雅夫本 部 長 堀場雅夫

事業化プログラムディレクタ

加納剛太
（高知工科大学名誉教授）

事業化プログラムディレクタ

加納剛太
（高知工科大学名誉教授）研究統括 西本清一

（京都大学教授）

研究統括 西本清一
（京都大学教授）
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1.研究推進体制 

 

 

2.研究支援体制 

 

 


